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世界上位１％の富裕層が世界個人資産の37.8％を占めています。
日本では上位10％の資産が全体の57.8％を占め、下位50％には 5.8％の資産があるだけです（2021年
「世界不平等研究所」本部パリ発表）。大和総研の発表では、金融資産ゼロ世帯が10％、100万円未満
の世帯が日本全体の23%に増加。新型コロナ禍で格差は一層拡大しているのです。

それでも岸田政権が当初うたった「分配機能を強化して所得を引き上げる」との話は具体化せずに、
家計に投資を促す「資産倍増」計画というのでは株高依存アベノミクス路線への回帰に他なりません。

そんな国民生活を顧みない政治でも維持されるカラクリが明らかになったのが「旧統一教会」問題です。
宗教団体、業界団体・企業、労働組合など、カネやヒトを提供する特定の組織がバックにいれば選挙
に困ることなく国民の声を聴く事が不要な政治は続いていくのです。
4年前の藤沢市議選の投票率は37％です。みんなが選挙に行くことでしか変わりません。
物価高騰に賃上げも果たされない国民生活を置き去りにしている政治を一緒に変えましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2023年 1月　原田タケル

原田建タケル　profile

沖縄から見た教科書問題を考えるために

玉城デニー衆議院議員（当時・現沖縄県

知事）を招いて藤沢駅頭集会。

３．１１以降、原発ゼロに向けた宣伝

行動開始。当時俳優の山本太郎参議院

議員と（2011 年藤沢駅南口）

国際人道法 （ジュネーブ条約） で一番のご法度は
市民を殺すことです。 相手国市民はもちろん自国民を
盾に使う事も戦争犯罪です。

ウクライナ国民に銃を取らせてロシアとの戦闘員に動員
すれば相手は当然に標的とします。 市民は銃を取らな
いからこそ国際法で保護される対象となるのです。
これを放棄してロシアの無差別攻撃を正当化させないこ
とが重要であり、 長い年月をかけて戦争の悲劇を教訓
に積み上げられた国際法を反故にしてはなりません。

戦争が長期化するだけ犠牲になるのは市民です。

今回の戦争も 「アメリカによる代理戦争」 であり、 ロシ
アと交渉して戦争を止められるのはウクライナ政府ではな
く米国政府です。

ロシアが侵略を開始する以前にNATOが東方拡大した
ことに追い詰められたプーチンの反応は、 大量破壊兵
器の存在を理由に攻められた （その後大量破壊兵器
は発見されず） かつてのイラクフセイン政権とも重なりま
す。 日本はその時にも米国の湾岸戦争に戦費負担だ
けでなく米軍支援に使われたことを忘れてはなりません。

覇権を競い世界を分断し、 自らは高みの見物で武器
供与によって利益をむさぼることのできるごく一部の人たち
の理屈は歴史的にも説得力を失っています。
そして、 これに奉仕しておこぼれにあずかろうとする政治
は日本国内においても国民生活や人命を顧みません。

ウクライナ政府を正義と煽るマスコミ （「報道の自由度」
日本は世界第71位）や多くの野党にも危機感を覚え、
そこに与しないれいわ新選組については、 消費税減税
に向けて野党の合意形成に尽力した活動や重度障害
当事者を国会に送り出した実績から共闘していきたいと
考えます。 分断から共生の政治へ。

2022年 12月　原田タケル

分断から共生の世界へ。

問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答
１．市下水道基本使用料の値上げ率　　　　　　％
２．市小学校給食一食の食材費家庭負担　　　　円
３．市立小中学生の不登校人数21年度　　　　  人
４．市税で負担する村岡新駅設置費　　　　　      円
５．日本で金融資産100万円未満世帯割合　　     ％
６．世界で報道の自由度22年日本　　　　　　  位
７．藤沢市議選投票率2019年　　　　　　　　  ％

藤沢市片瀬３-４-47    ＴＥＬ090-5449-1160　  メール pu4t-hrd@asahi-net.or.jp　

原田トモコ事務所・
◀HP　https://www.takeru.website/  
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▶1965 年 横浜市生まれ

　法政大学社会学部へ

▶1999 年 藤沢市議（２期）

▶2007 年 妻トモコに市議   

  をバトンタッチ。（3 期）

▶子育てから児童クラブ非常 

  勤職員となり子どもの課題 

  ・町内会活動に傾注。

▶2016 年寺子屋スタイルの

　居場所始動。

▶2018 年 NPO 法人設立

▶2019 年市議に復帰。
※このニュースを読む
と答えがあります。
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